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第 15 号
力
を
あ
わ
せ
凧
を
揚
げ
る

第
9
回
安
城
凧
あ
げ
大
会
は

　

会
場
の
事
情
に
よ
り

　
　

中
止
と
な
り
ま
し
た
�

凧
を
愛
す
る
皆
さ
ん
は
�

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
1
月
29
日

　
　

前
年
か
ら
作
�
て
い
た
新
作
の
凧
を

　
　
　

遠
く
か
ら
歩
い
て
搬
入　

　
　
　
　

凧
あ
げ
を
実
施
し
ま
し
た
�

来
年
は
第
10
回
と
な
る
安
城
凧
あ
げ
大
会
!!

　

安
城
市
制
も
60
周
年
�

　
　

今
年
の
分
も
上
乗
せ
し
て

　
　
　

み
ん
な
で
凧
あ
げ
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
�
う
�

多
く
の
桜
井
凧
や
ア
イ
デ
ア
に

　

あ
ふ
れ
た
多
く
の
凧
の
勇
姿
が

　
　

み
ら
れ
る
か
も
!!

●2Ｐ…凧を楽しむ  10周年を前に
●3Ｐ…桜井凧あれこれ いろいろな出会いがありました
●4Ｐ…袖のある凧 番外1 活動報告

▲さあ行け!!   天神を空へ　　姫小川凧の会

1月29日（日）　小川天神河原緑地公園にて

▲新作　天道虫（テントウムシ）も登場　　城向町内会

活動報告（抜粋）
多彩で充実した活動を通して、桜井凧を広くPRすることが
できました。会員の皆様や、地域の皆様のご支援・ご協力に
お礼を申し上げるとともに、経過をご報告いたします。（一
部省略）
平成23年4月～平成24年3月　主な取り組み《抜粋》
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ホームページ随時更新

1日（木）
 会報 ｢風とあそぶ｣第14号 発行
26日（木）～29日（月）
 サンクスフェスタ ピアゴ安城 桜井凧展示
11日（土）
 安城東部小学校ふれあい教室（凧つくり）
2日（土）
 矢作川いかだ下り  協力 参加
7日（土）
 大相撲 白鵬関 激励訪問（福助贈呈）
1日（月）～2日（火）
 桜井小 教職員 凧作り  
6日（土）
 七夕宣伝活動　碧海信用金庫 本店前
 角凧つくり・凧つくり実演　｢桜井凧バッジ｣斡旋
24日（土）～25日（日）
 全国凧揚げ大会in豊橋 参加
2日（日）
 安祥文化のさとまつり 協力  凧つくり教室
 安城市福祉まつり   協力  凧つくり教室
9日（日） 
 本証寺フェスティバル 協力
22日（土）
 サンクスフェスティバル
 神杉 新酒まつり 協力・参加
2日（水）～7日（月）
 ピアゴ安城店  桜井凧展示
3日（木）
 安城文化協会より特別表彰 
4日（金）
 CBCラジオ ごごイチ   放送協力
6日（日）
 桜井ウォークスタンプラリー  協力
 城向公民館にて桜井凧展示 
3日（土）
 JAあいち中央 あおみっ子 凧作り教室
10日（土）
 安城市歴史博物館 凧つくり教室
2日（土）～10日（祝）
 新春凧展示会  デンパーク
9日（日）
 幸田凧揚げまつり 参加
17日（火）
NHKほっとイブニング　出演

29日（日）
第9回凧あげ大会中止、有志による凧あげ

8日（日）
 一宮 138タワーパーク 凧あげ大会 参加
11日（日）
 東北大震災　復興支援・慰霊凧あげ　実施
24日（土）
 神杉　平成24年蔵開き　凧展示　協力

●凧作り教室
毎月 第1・3日曜日  午前9時～午後4時  桜井公
民館 実習室にて （行事等により変更する場合が
あります。お問い合わせをお願いします。）

●学校関係
桜井小学校、桜林小学校、東部小学校など凧作
り教室を行ないました。

●町内会関係
町内の皆さまと 凧あげ大会に向けて、凧つくりに取り
組む

■発行／桜井凧保存会　　■表紙題字／横山夕葉　　■編集／meets
桜井凧保存会・事務所：安城市古井町上寺26-31（天野宅） TEL 0566-76-8848　URL http://www.sakurai-tako.com/ 
連絡先：携帯（都築）090-2340-4612　E-mail（都築）hide1026@katch.ne.jp
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最
近
、桜
井
凧
保
存
会
の
会
員
さ

ん
た
ち
が
作
っ
た
凧
の
展
示
会
で
、こ

れ
ま
で
に
な
い
種
類
の
桜
井
凧
が
見
ら

れ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
ま
し
た
か
？
。

写
真
に
あ
る
よ
う
な
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

は
、こ
れ
ま
で
の
桜
井
凧
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
、「
新
顔
」な
の
で
す（
写
真
は

２
０
１
１
年
の
新
春
凧
展
示
会―

デ
ン

パ
ー
ク
）。新
し
い
か
ら
と
いって
、桜
井

凧
の
発
展
過
程
と
関
係
な
く
生
ま
れ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。桜
井
凧
の
長

い
歴
史
に
お
け
る
、最
も
新
し
い
部
分

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

以
前
、こ
こ
で
説
明
し
ま
し
た
が
、

桜
井
凧
の
祖
先
は
名
古
屋
古
流
凧
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
ア
ブ
が
今
か

ら
３
０
０
年
余
り
前
の
元
禄
年
間（
１

６
８
８
〜
１
７
０
３
年
）に
西
端（
現
碧

南
市
）に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。実
は
桜

井
凧
の
全
て
の
骨
組
は
、ア
ブ
の
頭（
胴

体
の
上
に
付
く
ブ
ー
メ
ラ
ン
形
の
部

分
）を
除
い
た「
核
」（
楕
円
の
胴
体
と

左
右
の
袖
の
み
）に
様
々
な
部
位
を
加

え
る
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、福
助
は「
核
」の
下
に「
回

し
」と
呼
ば
れ
る
部
分
を
加
え
て
い
ま

す
。で
は
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
骨
組
は
と
い

う
と
、ア
ブ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

「
核
」の
上
に
お
椀
を
逆
さ
ま
に
し
た

よ
う
な
頭
部
を
加
え
て
で
き
て
い
る
の

で
す
。こ
こ
に
、伝
統
の
踏
襲
と
未
知

な
る
も
の
の
創
造
と
の
両
立
が
見
て
取

れ
ま
す
。

　

現
在
の
桜
井
凧
が
、他
の
地
域
の
凧

に
は
な
い
多
彩
な
種
類
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
の
は
、こ
う
し
た
伝
統
と
創

造
と
を
絶
え
ず
繰
り
返
し
て
来
た
か

ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で

は
、桜
井
凧
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
精
神
も
ま
た
今
日
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

袖
の
あ
る
凧 

 

番
外
1 

そ
で新

し
い
桜
井
凧
　
―
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
―

桜
井
凧
保
存
会 

調
査
記
録
委
員
会 

委
員
長
　

斎
藤
弘
之



会 員 募 集 中
　作るのはもちろんのこと、教える、揚げる、飾る、交流する、調
査する、スポーツとして等々、“凧”にはたくさんの楽しみ方があ
ります。あなたの好きな楽しみ方で私たちと一緒に安城の凧文
化を伝承していきましょう。年会費2,000円（ただし、18歳未満
は1,000円）以外には何の入会制限もありません。ご入会をお
待ちしています。
■申し込み／問い合わせ事務局までまずはお電話を！

　市制６０周年記念事業に第10回安城凧あげ大会と新春
凧展示会が認定されました。市民の皆さんと力をあわせ、楽
しく実りある大会にしていきたいと思います。また、展示会
も、創作凧や桜井凧、全国
の凧などより楽しんでいた
だけるものにしたいと思い
ます。皆様のアイデア、参
加をお待ちしております。

安城市制60周年を凧で盛り上げましょう

凧を楽しむ活動風景

23

三ツ川町内会
展示だけではかわいそう。来年は大空に
舞うのが楽しみです。
新春凧展示会　デンパークにて

小川町内会
武者の絵もなぜか悔しそうにみえます。
来年の凧あげは空から私たちを見下ろす
ことでしょう。
新春凧展示会　デンパークにて

西町町内会
風の具合もいいし、さあ揚げるぞ。
1月29日(日)　小川天神河原緑地公園
　

みんな笑顔
桜林小アドベンチャークラブは、今回、凧
あげに挑戦。みんな満足、いい顔で、記念
写真。（桜林小学校にて）

ほっとイブニングにも登場
桜井小学校では毎年一月は凧作りに励み
ます。グランドでの凧あげのあとみんなで
記念写真を撮りました。（桜井小学校にて）

地域文化の伝承・発展に寄与.
安城文化協会より、桜井凧保存会の活動に対
し、特別表彰されました。これからも地元の皆様
とともに桜井凧の伝統をまもり、発展させて参
ります。平成23年（2011年）11月3日、市民
会館大会議室にて

「ほっとイブニング」で活動紹介
1月17日　桜井小学校の凧つくりと保存会の
活動が紹介されました。ちなみにキャスターは
櫻木さん。さくらでつながったのかな?!

福助凧も一役買いました
砺波市と安城市の市民交流協定書締結式が砺
波市役所で行われました。砺波平野で立山連
峰をバックに凧あげ、楽しみです。

3.11　桜井凧を揚げ、復興支援
東北大震災から1年。保存会のメンバー有志と
地元の皆様と共に、復興支援の願いと追悼の
心を込めて凧を揚げました。3月11日　川島
河川敷公園にて

白鵬関に凧を贈呈
相撲界が揺れ動いた昨年。名古屋場所を前に、
白鵬関に福助凧を贈呈しました。7月7日　宮
城野部屋にて　

つボイノリオさんに凧をプレゼント
安城文化協会の創立65周年記念 文化講演会のあ
と講師のつボイさんに福助をプレゼント、画家の斎
藤吾朗さんには白い福助を。斎藤画伯がどのような
絵を描かれるかも楽しみです。（マツバホールにて）

おめでとう
ございます
下平さん
桜井凧保存会の技
術顧問として凧つ
くりのご指導をい
ただいた下平直尋
さんが日本の凧の
会から、感謝状を
贈られました。展示
会で見られる福助
の連凧は下平さん
の作品です。

本証寺フェスティバル
恒例となった本証寺フェスティバル（10月9
日）、今年も福助を飾らせていただきました。

凧
を楽

し
む

各学校、町内会でも

いろいろな取り組みが行なわれました。

凧は多くの皆さんとつながりを作ってくれます。

このつながりをもっと大きくしたいですね。

活 動
風 景

１０
周
年
を
前
に

桜
井
凧「
平
和
の
鳩
」完
成
と

宣
伝
部
募
集

会
長
　
天
野
暢
保

桜
井
凧
保
存
会
は
平
成
15
年
１
月
17
日
に
発

足
以
来
、会
報「
風
と
あ
そ
ぶ
」発
刊
、法
被・

バッ
ジ
の
作
成
販
売
、安
城
凧
あ
げ
大
会
の
毎
年

開
催
、新
春
凧
展
示
会
そ
の
他
展
覧
会
開
催
、

安
城
七
夕
で
の
凧
作
り
、バッ
ジ
販
売
な
ど
の
桜

井
凧
の
宣
伝
活
動
、凧
つ
く
り
委
員
会
の
地
域
、

学
校
な
ど
で
の
凧
作
り
指
導
な
ど
を
積
み
重
ね

て
来
た
。

　

な
か
で
も
凧
作
り
委
員
会
の
活
躍
は
目
覚

ま
し
く
、同
時
に
こ
の
会
の
特
色
を
生
み
出
し

て
い
る
。わ
が
会
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は「
工

夫
す
る
凧
の
会
」で
あ
る
こ
と
。凧
制
作
マニュア

ル
を
工
夫
し
、無
風
の
体
育
館
で
も
上
が
る
小

型
の
福
助
凧
を
完
成
し
た
。そ
の
延
長
上
に
出

来
上
が
っ
た
桜
井
凧「
平
和
の
鳩
」は
豊
橋
の
全

国
凧
上
げ
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

問
題
点
も
浮
き
上
が
って
い
る
。現
状
で
は
凧

作
り
委
員
会
が
凧
の
制
作
と
凧
作
り
指
導
か

ら
展
示
会
の
会
場
当
番
に
至
る
ま
で
活
動
の
多

く
を
背
負
って
い
る
。こ
の
活
動
を
会
員
で
分
担

し
て
、展
覧
会
の
運
営
や
会
場
当
番
を
引
受
け

る「
応
援
団
」を
募
集
し
て
、こ
の
メ
ン
バ
ー
が
こ

の
部
会
の「
桜
井
凧
の
宣
伝
部
」を
受
け
持
つ
、

こ
の
方
向
の
実
現
が
目

下
の
課
題
と
思
わ
れ

る
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
様

の
叡
智
と
力
を
合
わ

せ
、10
周
年
を
節
目
と

し
て
、保
存
会
の一
層
の

発
展
を
め
ざ
し
た
い
。


